
誇
り
、
感
謝
さ
れ
る
大
人
を
目
指
し
て

�

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
二
十
歳
の
門
出

　
「
令
和
６
年
成
人
式
～
二
十
歳
を
祝
う

会
」
は
１
月
７
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
で
行
わ
れ
、
４
２
８

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、
昨
年
ま
で
の
３
年
間
は
出
身
中
学

校
ご
と
に
午
前
と
午
後
の
２
部
制
で
開
催

し
ま
し
た
が
、
今
年
は
４
年
ぶ
り
に
出
席

者
が
一
堂
に
会
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
振
り
袖
な
ど
の
華
や
か
な

衣
装
に
身
を
包
ん
だ
晴
れ
姿
の
出
席
者
た

ち
が
、
久
々
に
会
う
友
人
た
ち
と
記
念
写

真
を
撮
っ
た
り
、
笑
顔
で
話
に
花
を
咲
か

せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
の
中
盤
に
は
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
、
プ
ロ
野
球
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル

デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
岡
島
豪
郎
選
手
と
本

市
に
ゆ
か
り
の
深
い
声
優
の
山
寺
宏
一
さ

ん
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ

れ
た
後
、
市
内
４
校
の
中
学
校
の
恩
師
か

ら
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
激
励
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
上
映
さ
れ
、
出
席
者
か
ら
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

終
盤
に
は
、
代
表
者
挨
拶
と
し
て
、
高

崎
中
学
校
出
身
の
鈴
木
大
晟
さ
ん
が
、

二
十
歳
に
な
っ
た
今
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

閉
式
後
に
は
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
多
賀
城
中
学
校
出
身
で
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
阿
部
桃
子
さ
ん
に
よ

る
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念
ラ
イ
ブ

が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
き
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

　

外
は
時
折
小
雪
が
舞
う
肌
寒
い
日
で
し

た
が
、
会
場
は
終
始
暖
か
く
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
出
席
対
象
者
は
、
平
成

15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
６
５
３
人
で
す
。
二
十
歳

を
迎
え
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

令和６年成人式
〜二

は た ち

十歳を祝う会〜
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▲成人式実行委員の皆さん

▲式典の司会進行の様子▲楽しみながら事前準備をしました

【
代
表
者
挨
拶
】大人

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち　

 
１
つ
１
つ
の
決
断
に
向
き
合
う

鈴木　大晟 さん
高崎中学校出身

　

現
在
は
大
学
に
進
学
し
、
ご
く
普
通
の
大

学
２
年
生
と
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
い
く

ら
平
凡
な
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
は
い

え
、
思
い
切
っ
て
楽
器
を
始
め
て
み
た
り
、

ア
ル
バ
イ
ト
で
い
く
つ
か
の
役
職
を
担
っ
て

み
た
り
な
ど
、
昔
の
私
と
比
べ
、
行
動
力
は

大
き
く
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

人
が
何
か
し
ら
の
行
動
を
起
こ
す
と
き
に

は
、
そ
の
背
後
に
は
決
断
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
の
２
年
間
、

１
つ
１
つ
の
決
断
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

時
に
は
家
族
や
友
人
に
頼
り
つ
つ
、
そ
の
決

断
１
つ
１
つ
に
向
き
合
っ
て
き
た
の
で
、
今

の
行
動
力
を
得
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
私
た
ち
は
２
年
前

か
ら
、
社
会
か
ら
は
「
大
人
」
と
し
て
の
振

る
舞
い
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

行
動
に
絶
対
的
な
「
正
解
」
は
存
在
し
ま
せ

ん
。
た
だ
指
示
さ
れ
た
こ
と
を
淡
々
と
実
行

す
る
だ
け
で
よ
か
っ
た
今
ま
で
の
生
活
と
は
、

求
め
ら
れ
る
も
の
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
点
が
、
今
ま
で
学
生
で
あ
っ
た
我
々
が
、

こ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て
い
く
上
で
大
き
く

異
な
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
常
に
意
識
し
、
よ
り
一
層
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
は
、
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
違
え
ど

も
、
自
ら
立
て
た
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
日
々

成
長
を
重
ね
て
い
ま
す
。
成
人
し
た
と
は
い

え
至
ら
ぬ
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

成
長
の
過
程
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
こ
う
し

て
成
長
の
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
家
族

や
先
生
方
、
諸
先
輩
方
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭べ

ん

撻た
つ

賜
り
ま
す
よ
う
宜よ
ろ

し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
今
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
多
く
の

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
大
人

と
し
て
の
自
覚
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
強
く
、

や
さ
し
く
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と

を
誓
い
ま
す
。

�

（
代
表
者
挨
拶
よ
り
一
部
抜
粋
）

随
所
で
活
躍
が
光
っ
た
　

　
成
人
式
実
行
委
員

　

市
内
４
校
の
出
身
者
か
ら
組
織
さ
れ
た
成
人

式
実
行
委
員
会
で
は
、
一
生
に
一
度
の
成
人
式

を
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
す
る
た
め
、
約
半

年
前
か
ら
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

恩
師
の
先
生
方
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
撮

影
や
動
画
編
集
、
写
真
共
有
サ
イ
ト
を
活
用
し

た
成
人
式
当
日
の
写
真
の
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

な
ど
、
参
加
者
が
楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

を
実
行
委
員
で
考
え
ま
し
た
。

　

成
人
式
当
日
は
、
式
典
の
準
備
作
業
か
ら
司

会
進
行
、
多
賀
城
市
民
歌
や
国
歌
の
伴
奏
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
実
行
委
員
が
紹
介
さ
れ
る
と
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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1晴れ姿で友人と記念撮影　会場ではいたるところで久々の再会に歓声が沸いた　　
2市民合唱団のコールヴァイオレット、コールマーガレット、多賀城高等学校合唱部の皆さんによる美しい歌声で、式典に華を添える　　
3歌詞を見ながら多賀城市民歌を歌う参加者　　
4恩師の先生からのビデオメッセージに、会場が盛り上がる　　

1 1 1

1 1 1

2 1 1

4 4 3
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多賀城創建1300年
記念ライブ

　多賀城創建 1300 年の記念
すべき年に行われた今年の成
人式が、参加者の素敵な思い
出の１ページとなるよう、成
人式終了後にスペシャルライ
ブを開催しました。
　多賀城中学校出身で、現在
は東京を中心にシンガーソン
グライターとして活動する阿
部桃子さんによる、力強い歌
声とギターの弾き語りに合わ
せ、会場のスクリーンには中
学生の頃の懐かしい写真がスライドショー形式で映し出
されました。
　参加者は、阿部さんの歌に合わせて、配布されたカラ
フルなサイリウムを振りながら、旧友の懐かしい姿に笑
みを浮かべ、会場は大いに盛り上がりました。

多賀城の特産品
「古代米」でおもてなし

　多賀城で生まれ育った二十歳の若者に、ふるさとの特
産品の魅力を感じてほしいとの思いから、成人式会場内
で「古代米玄米茶」と「古代米カレー」が無料で振る舞
われました。
　「古代米玄米茶」は、豊かな風味を味わえるのが特徴
です。また、「古代米カレー」は、古代米を家庭で気軽
に味わえるように、昨年開発されたばかりの一品です。
　ぜひ、今後もご家庭や市内飲食店などで古代米を味
わって、ふるさとの恵みに心を寄せてみてください。

記念に残る成人式に…　さまざまな工夫を紹介します

▲�熱いエールを歌で届けて
くれた、シンガーソング
ライター阿部桃子さん

▲�懐かしい写真に笑みがこぼれる�▲

▲�多賀城創建 1300 年記念スタンプ
を入場券に押して記念に

▲�成人式実行委員の奥山さんのピアノ生演
奏で思い出写真のスライドショーを上映

▲�すてきな写真が撮れるように�
さまざまなフォトスポットを設置

美味しさに
笑顔あふれる
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